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野

明

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
八
日
、
米
英
濠
と

大
東
亜
戦
争
に
突
入
、
東
條
英
機
総
理
大
臣
は
、
翌
年
三

月
卒
業
見
込
の
大
学
生
お
よ
び
夜
間
商
業
学
校
五
年
生
で

徴
兵
検
査
延
期
中
の
学
生
に
対
し
て
臨
時
徴
兵
検
査
を
発

令
し
ま
し
た
。

私
は
十
二
月
下
旬
、
横
浜
高
商
（
現
横
浜
国
大
経
済
学

部
）
に
お
い
て
徴
兵
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

昭
和
十
七
年
四
月
十
日
、
東
京
都
麴
町
区
代
官
町
に
あ
っ

た
近
衛
歩
兵
第
二
連
隊
に
入
営
が
決
ま
り
ま
し
た
。
第
二

中
隊
（
穂
坂
隊
）
穂
坂
三
郎
隊
長
で
し
た
。
そ
の
あ
と
野

戦
帰
り
の
佐
藤
好
弘
隊
長
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
軍
機

秘
密
の
た
め
東
部
第
三
部
隊
カ
隊
と
名
称
が
変
わ
り
ま
し

た
。四

月
二
十
九
日
、
代
々
木
練
兵
場
に
お
い
て
、
天
皇
陛

下
が
白
馬
（
白
雪
号
）
に
お
乗
り
に
な
り
、
そ
の
お
姿
の

前
で
威
風
堂
々
と
近
衛
師
団
の
観
兵
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
の
お
昼
弁
当
で
す
が
初
年
兵
の
鮭
は
み
ん
な

「
か
ま
」
ば
か
り
で
し
た
。
よ
く
も
こ
れ
だ
け
の
数
が
集

ま
っ
た
も
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

五
月
下
旬
、
米
軍
機
が
、
は
じ
め
て
東
京
上
空
に
侵
入

し
、
我
々
は
ち
ょ
う
ど
、
戸
山
射
場
で
射
撃
の
訓
練
中

で
、
駈
け
足
で
連
隊
へ
戻
り
配
置
に
つ
き
ま
し
た
。

演
習
は
毎
日
代
々
木
原
で
す
。
木
戸
教
官
は
親
心
で
、
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班
内
に
帰
る
と
タ
バ
コ
も
吸
え
な
い
か
ら
と
、
白
百
合
女

学
校
で
叉
銃
を
し
て
一
服
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
出
張
演

習
は
御
殿
場
富
士
の
裾
野
で
行
い
ま
し
た
。
宿
舎
は
滝
ケ

原
と
板
妻
で
し
た
。

特
別
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
隊
長
は
野

本
中
尉
殿
、
教
官
は
木
戸
高
安
見
習
士
官
殿
、
助
教
は
高

安
忠
二
班
長
殿
、
助
手
は
長
谷
川
秀
幸
上
等
兵
殿
で
し

た
。
こ
の
ほ
か
連
隊
で
の
出
張
演
習
も
あ
り
、
こ
れ
は
主

と
し
て
夜
間
に
紅
白
に
分
か
れ
て
戦
闘
を
す
る
も
の
で
し

た
。
帰
路
は
箱
根
越
え
で
大
休
止
の
後
、
双
子
山
か
金
時

山
を
軍
装
で
駆
け
上
が
り
ま
す
。
遅
い
と
や
り
直
し
組
に

入
れ
ら
れ
ま
す
。
小
田
原
ま
で
の
行
軍
で
は
、
塔
ノ
沢
か

宮
ノ
下
の
民
家
や
お
店
で
の
民
宿
の
一
泊
で
、
こ
こ
で
地

方
を
懐
か
し
く
思
っ
た
も
の
で
す
。

九
月
上
旬
に
は
板
橋
か
ら
埼
玉
県
に
か
け
て
の
師
団
演

習
が
あ
り
、
一
週
間
続
く
演
習
で
す
が
、
ど
こ
へ
行
っ
て

も
初
年
兵
は
多
忙
で
す
。
こ
れ
は
い
た
し
方
な
い
こ
と
で

し
た
。

九
月
下
旬
に
転
属
命
令
が
で
ま
し
た
。
営
地
外
の
外
出

を
し
て
一
泊
二
日
の
許
可
が
で
ま
し
た
。
営
地
外
「
外

出
」
の
印
は
手
に
外
套
を
輪
に
し
て
持
ち
ま
す
。
憲
兵
が

駅
で
見
分
け
ま
す
。
家
に
帰
宅
し
ま
し
た
ら
ち
ょ
う
ど
お

祭
り
の
当
番
宿
で
、
家
に
は
多
勢
の
町
の
方
が
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
近
衛
兵
で
も
野
戦
に
行
く
の
か
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
間
母
は
よ
く
面
会
所
へ
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
一
人
息
子
で
余
計
心
配
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
あ
る
夜
中
、
銃
と
帯
剣
に
白
布
を
巻
き
、
屯
営
を
出

発
し
ま
し
た
。
こ
の
日
も
母
は
品
川
駅
頭
に
顔
を
出
し
て

見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
心
の

中
で
「
出
征
し
て
ま
た
戻
っ
て
来
ま
す
」
と
口
ず
さ
み
ま

し
た
。

父
は
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
〜
八
年
の
日
露
戦
争

で
赤
坂
の
歩
兵
第
一
連
隊
で
乃
木
軍
で
し
た
。
凱
旋
し
除

隊
し
て
家
に
帰
り
、
凍
傷
病
の
た
め
片
足
、
片
手
が
不
自

由
と
な
り
、
遠
く
の
外
出
に
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
母

に
「
よ
ろ
し
く
頼
む
」
と
い
っ
た
由
で
心
細
か
っ
た
こ
と
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で
し
ょ
う
。

宇
品
港
か
ら
朝
鮮
の
釜
山
へ
向
か
う
。
こ
こ
で
は
国
防

婦
人
会
の
方
々
が
湯
茶
の
接
待
で
心
か
ら
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
河
南
省
開
封
駅
着
、
第
三
十
五
師
団
歩
兵
第
二
一

九
連
隊
（
湯
口
部
隊
）
第
四
中
隊
（
早
川
克
己
隊
長
）
へ

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
近
衛
歩
兵
第
二
連
隊
へ
召

集
で
入
っ
た
引
率
の
横
田
班
長
殿
と
、
転
属
し
た
初
年
兵

一
個
小
隊
で
、
蘭
封
の
治
安
地
区
で
警
備
の
任
に
あ
た
り

ま
し
た
。

半
月
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
隊
へ
出
発
し
ま
し
た
が
、
小

生
だ
け
は
中
隊
に
戻
ら
ず
、
開
封
駅
前
の
岩
谷
隊
（
第
一

中
隊
）
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
鉄
道
警
備
と
は
線
路
を
八

路
軍
に
破
壊
さ
れ
な
い
た
め
の
警
乗
兵
勤
務
で
、
特
に
前

方
を
警
護
す
る
目
的
で
装
甲
列
車
へ
の
警
乗
勤
務
で
し

た
。
そ
の
間
、
開
封
県
蘭
封
附
近
の
討
伐
に
も
参
加
し
ま

し
た
。

十
月
、
河
南
省
中
牟
県
楊
橋
の
中
隊
本
部
に
帰
隊
の
命

令
が
あ
り
ま
し
た
。
数
日
後
、
朱
仙
鎮
に
あ
る
第
二
中
隊

（
原
田
隊
）
が
作
戦
に
出
て
残
留
の
初
年
兵
に
被
害
が
あ

り
、
応
援
に
出
動
し
ま
し
た
。
近
歩
二
で
同
じ
内
務
班

だ
っ
た
堀
江
利
重
君
（
埼
玉
県
大
宮
市
出
身
）
は
分
隊
長

と
し
て
出
動
中
で
お
逢
い
で
き
ず
残
念
で
し
た
。

一
カ
月
後
、
危
険
な
区
域
へ
の
分
遣
隊
要
員
と
な
り
、

三
劉
砦
、
東
潭
鎮
、
中
牟
新
黄
河
渡
河
第
一
線
後
の
毛
庄

分
遣
隊
な
ど
次
々
に
勤
務
し
ま
し
た
。
こ
の
区
域
は
去
年

河
南
作
戦
の
大
き
な
激
戦
が
あ
り
、
多
く
の
死
傷
者
が
続

出
し
た
所
で
す
。
そ
の
奥
は
鄭
州
、
洛
陽
、
重
慶
で
す
。

い
っ
た
ん
は
進
撃
し
て
占
領
、
日
の
丸
の
旗
を
掲
げ
ま
し

た
が
不
便
な
と
こ
ろ
で
、
食
糧
、
弾
薬
の
補
給
が
で
き

ず
、
や
む
な
く
引
き
返
す
有
様
で
し
た
。
慰
問
団
の
芸
者

さ
ん
な
ど
が
襲
撃
さ
れ
ま
し
た
。

黄
河
の
濁
流
は
激
し
く
、
工
兵
隊
で
も
目
的
地
に
着
く

の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
中
州
は
砂
が
見
え
て
も
そ
の
ほ
か

は
深
く
、
最
初
に
渡
河
し
た
部
隊
は
普
通
に
歩
け
て
も
、

後
続
部
隊
の
時
に
は
胸
ま
で
つ
か
り
、
大
切
な
銃
は
水
に

ぬ
れ
ぬ
よ
う
肩
に
横
に
担
ぎ
ま
す
。
下
が
軟
ら
か
く
な
り

踏
み
込
ん
で
し
ま
い
雨
あ
ら
れ
の
弾
丸
が
飛
ぶ
中
で
は
生

3
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き
た
心
地
せ
ず
の
状
況
で
し
た
。

十
二
月
初
旬
、
小
生
は
三
度
目
の
中
牟
県
第
一
線
後
毛

庄
分
遣
隊
に
勤
務
と
な
り
渡
河
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
一

個
小
隊
が
お
り
隊
長
殿
に
分
遣
隊
勤
務
を
申
告
し
ま
し

た
。
敵
と
の
距
離
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
す
。
日
夕
の
点
呼

な
ど
は
手
榴
弾
が
飛
び
交
う
の
で
中
止
の
有
様
で
し
た
。

暗
く
な
る
と
匍ほ
匐ふく
で
攻
め
て
き
ま
す
。
昼
間
も
立
哨
し
て

い
ま
す
と
向
こ
う
の
歩
哨
の
交
代
の
様
子
な
ど
が
一
目
で

判
る
ほ
ど
で
す
。「
マ
ー
ラ
カ
ピ
ー
」
と
呼
ぶ
の
で
、

こ
っ
ち
も
「
馬
鹿
野
郎

」
と
言
い
返
し
ま
す
。
五
年
兵

の
通
信
兵
が
電
柱
で
有
線
を
補
修
し
て
い
て
、
白
の
作
業

着
を
着
用
し
て
い
た
た
め
目
立
ち
狙
撃
さ
れ
ま
し
た
。

あ
る
日
、
大
毛
塞
の
大
隊
本
部
の
自
動
車
で
一
個
分
隊

が
、
離
れ
た
分
遣
隊
へ
糧
抹
を
輸
送
中
、
八
路
軍
（
パ
ー

ロ
）
が
竹
薮
の
中
か
ら
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
が
出
撃
し
て

き
ま
し
た
。
即
座
に
下
車
、
応
戦
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

擲てき
弾だん
筒とう
一
、
軽
機
一
の
敵
の
包
囲
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と

知
り
ま
し
た
が
、
寒
さ
の
た
め
車
が
動
か
ず
、
エ
ン
ジ
ン

に
お
湯
を
か
け
て
温
め
始
動
し
、
ほ
っ
と
し
て
乗
車
を
し

ま
し
た
。
し
か
し
離
れ
て
乗
り
遅
れ
た
初
年
兵
二
人
は
置

き
去
り
と
な
り
、
と
っ
て
返
し
ま
す
と
道
に
は
小
銃
、
帯

剣
を
と
ら
れ
無
残
な
姿
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
た
だ

合
掌
す
る
の
み
で
し
た
。

そ
の
数
日
後
も
宣
撫
工
作
の
た
め
良
民
の
部
落
に
入
っ

た
の
で
す
が
、
暴
動
が
起
き
、
五
〜
六
人
の
兵
士
の
内
生

き
残
っ
た
の
は
一
人
で
し
た
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
一
日
付
で
早
川
隊
（
第
四
中
隊
）

人
事
係
か
ら
の
通
達
に
よ
り
開
封
連
隊
本
部
勤
務
を
命
ぜ

ら
れ
ま
し
た
。
後
毛
庄
の
分
遣
隊
の
小
隊
長
に
申
告
を
済

ま
せ
て
、
第
一
線
か
ら
四
〇
キ
ロ
離
れ
た
中
国
歴
史
あ
る

都
で
あ
る
開
封
市
の
連
隊
本
部
に
着
任
し
ま
し
た
。
集
成

小
隊
（
各
中
隊
か
ら
集
ま
る
）
小
隊
長
は
三
宮
曹
長
殿
、

任
務
は
衛
兵
要
員
で
す
。
開
封
城
内
の
東
西
南
北
の
各
正

門
の
歩
哨
と
な
り
ま
し
た
。
小
生
は
主
と
し
て
北
門
・
南

門
勤
務
で
す
。

着
任
後
ま
も
な
く
蘭
封
の
寒
河
江
隊
（
第
五
中
隊
）
に

4
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派
遣
さ
れ
、
鉄
道
警
備
と
分
哨
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
一

カ
月
後
、
徐
州
近
く
の
騎
兵
連
隊
が
包
囲
さ
れ
た
と
の
情

報
に
よ
り
作
戦
命
令
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
寒
河
江

隊
の
戦
闘
要
員
村
岡
忠
良
（
川
越
市
黒
門
町
出
身
）
四
年

兵
が
病
気
で
入
室
し
ま
し
た
の
で
交
代
要
員
と
し
て
幾
徳

の
作
戦
に
出
動
し
ま
し
た
。
部
隊
名
は
「
軍
令
陸
甲
第
二

六
号
」
に
依
り
東
第
二
九
二
部
隊
と
な
り
ま
し
た
。

商
邱
幾
徳
の
作
戦
は
一
カ
月
続
き
ま
し
た
。
所
謂
第
十

二
軍
の
十
八
年
秋
の
滑
縣
附
近
の
剔
杖
作
戦
で
す
。
こ
の

作
戦
で
も
激
戦
の
な
か
戦
車
壕
に
落
ち
て
困
っ
て
い
る
所

を
河
南
作
戦
で
敵
と
組
み
打
ち
に
な
り
、
金
鵄
勲
章
を
受

け
た
伊
藤
延
彦
上
等
兵
殿
が
、
走
っ
て
戻
っ
て
来
ら
れ

「
こ
の
銃
に
つ
か
ま
れ
」
と
銃
を
差
し
出
さ
れ
、
難
を
助

け
ら
れ
命
拾
い
の
恩
人
で
す
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
作
戦
も
敵
味
方
共
に
多
く
の
戦
死
傷
の
犠
牲
者
が

で
て
休
戦
と
な
り
、
開
封
へ
入
城
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

連
隊
本
部
へ
戻
り
、
開
封
市
内
の
城
門
警
備
、
衛
兵
要
員

の
勤
務
を
致
し
ま
し
た
。
特
に
北
門
は
重
要
視
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
華
北
交
通
鉄
道
の
宿
舎
、
日
本
人
学

校
、
女
学
校
、
映
画
館
、
酒
保
、
芸
者
街
な
ど
が
並
ん
で

お
り
、
敵
の
密
偵
も
多
く
出
没
す
る
た
め
で
し
た
。
こ
の

た
め
巡
察
将
校
の
見
廻
り
回
数
も
多
く
、
と
て
も
厳
し

か
っ
た
の
で
す
。

南
門
も
重
要
な
存
在
で
し
た
。
二
〇
〜
四
〇
キ
ロ
奥
地

か
ら
開
封
へ
品
物
を
運
ぶ
と
良
い
値
段
に
売
れ
た
か
ら
で

す
。
特
に
布
製
品
・
岩
塩
は
貴
重
で
、
現
地
人
は
儲
け
て

帰
り
に
は
家
族
へ
お
菓
子
な
ど
を
買
っ
て
帰
り
ま
す
。
砂

糖
は
高
級
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
南
門
で
は
、
夜
間
は

あ
ち
こ
ち
で
銃
声
が
聞
こ
え
、
犬
の
遠
吠
え
が
あ
り
、
厳

し
い
警
備
で
し
た
。
そ
の
た
め
中
国
側
県
警
一
人
、
婦
人

警
官
一
人
、
日
本
軍
歩
哨
と
三
人
が
立
哨
し
て
お
り
、

「
良
民
証
」
を
発
行
し
て
身
体
検
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

衛
兵
所
で
も
私
は
お
土
産
等
取
り
上
げ
な
か
っ
た
の

で
、
こ
の
こ
と
が
部
落
か
ら
部
落
へ
伝
わ
っ
た
た
め
か
、

朝
の
開
門
八
時
に
は
大
勢
な
だ
れ
こ
ん
で
入
っ
て
き
ま
し

た
。
衛
兵
所
に
は
近
く
の
小

の
太
郎
君
と
花
子
ち
ゃ
ん

が
掃
除
に
き
ま
し
た
。
目
的
は
お
む
す
び
欲
し
さ
で
す
。
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た
ま
に
は
慰
問
袋
の
羽
子
板
、
コ
マ
、
か
り
ん
と
う
、
な

ど
を
上
げ
る
と
「
大
人
謝
々
」
と
嬉
し
そ
う
で
可
愛
ら
し

く
思
っ
た
も
の
で
す
。

昭
和
十
九
年
三
月
初
旬
、
南
海
派
遣
隊
が
玉
砕
し
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
我
々
東
兵
団
（
第
三
十
五
師
団
）
に
も

命
令
が
下
り
て
転
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
師

団
は
旭
川
第
七
師
団
の
直
轄
で
、
昭
和
十
四
年
に
北
支
で

編
成
さ
れ
軍
旗
を
拝
受
し
て
い
ま
す
。
下
士
官
は
十
二

〜
三
年
兵
の
北
海
道
出
身
者
が
多
く
、
十
三
年
徴
集
兵
隊

｜
現
役
兵
は
東
京
・
埼
玉
出
身
、
補
充
兵
は
北
海
道
出
身

で
し
た
。
兄
弟
連
隊
で
北
京
の
そ
ば
新
郷
に
は
長
谷
川
部

隊
、
栗
栖
部
隊
（
歩
兵
第
二
二
〇
連
隊
、
第
二
二
一
連

隊
）
が
あ
り
ま
し
た
。

衛
兵
所
附
近
の
良
民
の
農
家
の
人
々
と
お
別
れ
し
ま
し

た
が
、
な
つ
か
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

開
封
市
長
さ
ん
の
耳
に
入
っ
た
の
か
私
に
掛
軸
を
差
し
上

げ
ま
す
と
申
さ
れ
ま
し
た
が
「
こ
れ
か
ら
先
危
険
な
所
に

行
き
、
明
日
か
ら
先
は
真
っ
暗
で
す
」
と
ご
厚
意
に
感
謝

し
お
断
り
し
ま
し
た
。
無
念
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
三
日
、
内
地
で
は
お
雛
祭
の
日
で
し

た
。
南
海
派
遣
の
た
め
河
南
省
中
牟
県
楊
橋
を
出
発
、
中

隊
長
岡
本
史
郎
殿
で
集
結
地
の
開
封
駅
に
向
か
い
ま
し

た
。そ

し
て
南
海
派
遣
第
二
方
面
軍
、
中
部
太
平
洋
西
カ
ロ

リ
ン
諸
島
セ
ン
ト
ア
ン
ド
レ
ウ
諸
島
ソ
ン
ソ
ル
島
へ
向
か

い
ま
し
た
。

【
解

説
】

体
験
記
筆
者
萱
野
氏
の
所
属
部
隊
は
、
第
三
十
五
師
団

歩
兵
第
二
一
九
連
隊
で
あ
る
が
、
内
地
勤
務
か
ら
北
支
勤

務
と
な
り
、
後
に
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
南
海
派
遣
、
第

二
方
面
軍
）
中
部
太
平
洋
西
カ
ロ
リ
ン
島
セ
ン
ト
ア
ン
ド

レ
諸
島
ソ
ン
ソ
ル
島
で
戦
闘
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

同
部
隊
の
略
歴
は
左
記
の
如
く
、
北
支
｜
南
方
と
転
戦
し

た
こ
と
を
知
る
。

歩
兵
第
二
一
九
連
隊
略
歴
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昭
一
四
、

二
、

七

編
成
下
令
。

三
、
二
三

軍
旗
拝
受
。

三
、
二
五

編
成
完
結
。

四
、
一
六

札
幌
発
。
小
樽
出
港
。

四
、
二
二

北
支
塘

上
陸
。

四
、
二
六

北
支
河
南
省
汲
県
着
。

自
六
、
二
八
〜
八
、
二
〇

晋
東
作
戦
参
加
。

自
一
五
、
四
、
二
二
〜
四
、
二
八

春
季
晋
南
作
戦
。

自
六
、
五
〜
七
、
一
〇

第
一
次
冀
南
地
区
粛
正
討
伐
作
戦
参
加
。

自
六
、
二
八
〜
七
、
三

六
日
攻
勢
摧
作
戦
参
加
。

自
七
、
二
一
、
至
七
、
三
一

第
二
次
冀
南
粛
正
討
伐
作
戦
参
加
。

自
一
六
、
一
、
二
六
〜
二
、
一
五

毫
南
五
号
作
戦
。

自
五
、
一
、
至

六
、
一
五

中
原
会
戦
参
加
。

自
一
七
、
四
、
二
九

至
五
、
一
五

第
二
次
冀
南
作
戦
参
加
。

自
一
八
、
四
、
一
七
、
五
、
一
一
、
十
八

春
大
行
作
戦
参
加
。

五
、
二
四
、
〜
六
、
二
〇

四
十
号
作
戦
参
加
。

七
、
一
〜
七
、
三
一
、
十
八

夏
大
行
作
戦
参
加
。

九
、
中
旬
〜
一
一
、
上
旬

武
号
作
戦
。

一
九
、
三
、

八

独
立
歩
兵
第
四
旅
団
と
警
備
交

代
。

三
、
一
四

南
方
派
遣
の
た
め
開
封
出
発
。

三
、
二
七

輸
送
船
三
池
丸
に
乗
船
青
島
出

発
。

四
、

三

横
浜
寄
港
。
四
、
七

館
山
出

帆
。

四
、
一
〇

父
島
寄
港
。
四
、
一
八

同
港
出

帆
。

四
、
二
四

パ
ラ
オ
上
陸
。

四
、
二
七

第
一
大
隊
（11

R
IA
＝

連
隊
砲
、

T
T
L
＝

通
信
隊
）
の
一
部

セ
ン
ト
・
マ

ン
ド
レ
ウ
ス
諸
島
に
上
陸
配
兵
。

五
、
一
九

連
隊
主
力
パ
ラ
オ
出
帆
。
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五
、
二
〇

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ソ
ロ
ン
上

陸
。

五
、
二
三

大
発
に
分
乗
マ
ノ
ク
ワ
リ
経
由
タ

ン
ホ
ル
島
に
向
か
う
。

五
、
二
五

マ
ノ
ク
ワ
リ
上
陸
。

五
、
二
七

マ
ノ
ク
ワ
リ
出
発
。

五
、
二
七

ヌ
ン
ホ
ル
上
陸
。

五
、
二
七
以
降
（
ヌ
ン
ホ
ル
）
支
隊
と
な
り
、

同
島
警
備
に
任
ず
。

七
、

二

朝
来
上
陸
せ
る
敵
と
激
戦
部
隊
玉

砕
し
、
部
隊
長
以
下
大
部
分
生
死
不
明
と
な

る
。

二
〇
、

八
、
一
四

停
戦
と
な
る
。

一
一
、

六

セ
ン
ト
ア
ン
ド
レ
ウ
ス
諸
島
の

部
隊
浦
賀
上
陸
復
員
す
。

二
一
、
五
、
二
七

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
一
部
、
名
古
屋

に
上
陸
、
復
員
す
。

二
一
、
五
、
二
七

復
員
完
結
。
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